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ブロックチェーン後の未来を第一線の研究者が解説 

『信用の新世紀』発行 

ブロックチェーンの技術的課題とデジタル化された経済の行方 

	  
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D は、『信用の新世紀（副題：ブロックチェ

ーン後の未来）』（著者：斉藤 賢爾）を発行いたしました。 

 
『信用の新世紀』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844398073 

 
著者：斉藤 賢爾 
小売希望価格：電子書籍版 1,200 円（税別）／印刷書籍版 1,800 円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：四六判／モノクロ／本文232 ページ 
ISBN：978-4-8443-9807-3 
発行：インプレス R&D 

 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

 本書は、インターネットと社会の研究者で、現在ブロックチェーンの技術的課題の解決に取り組んでいる著者が、

ブロックチェーンの仕組みを俎上に載せて、「信用」の問題を考察し、実際に起こるかもしれない近未来の社会や技

術の変化を予見する一冊です。 

 ビットコインをはじめとするデジタル通貨への期待が過熱するなか、貨幣経済そのものが衰退するという仮説のもと、

課題と向き合い、社会・経済のあり方を展望します。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 



 

第 2 章 信用の歴史― 口約束から契約へ、契約からコードへ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 章 ブロックチェーンの可能性と不可能性 
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電子書籍： 
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【株式会社インプレス R&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次

世代型電子出版プラットフォーム「NextPublishing」を運営する企業です。また自らも、NextPublishing を使った「インタ

ーネット白書」の出版など IT 関連メディア事業を展開しています。	

※NextPublishing は、インプレス R&D が開発した電子出版プラットフォーム（またはメソッド）の名称です。電子書籍と

印刷書籍の同時制作、プリント・オンデマンド（POD）による品切れ解消などの伝統的出版の課題を解決しています。

これにより、伝統的出版では経済的に困難な多品種少部数の出版を可能にし、優秀な個人や組織が持つ多様な知

の流通を目指しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コー

ド：東証1部9479)を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「モバイ

ルサービス」を主要テーマに専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供するメディア事業を展開し

ています。2017 年4 月1 日に創設25 周年を迎えました。 
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